
国際会長主題　「ブルーミュージックで眠れる巨人を目覚めさせる」

アジア地域会長主題 「アジア太平洋地域をブルーミュージックで目覚めさせる」

東日本区理事主題 「挑戦なくして進化なし」

富士山部部長主題「見せましょう　ワイズの底力を　スクラム組んで」

御殿場クラブ会長主題「和顔愛語の心で　クラブ活動と奉仕を」

御殿場クラブ活動方針 １　東山荘と共に地域奉仕活動を行う。

２　会員相互の親睦を図り、信頼関係の構築をなす。  3  健全なる青少年のために、YMCAと共に力を注ぐ

４　DBCを始めとする他クラブとの交流を促進する。

　　 　
　

　　　　　　　　　　　　　 月日時間 2026年9月19日（土）17時
 受 付 　 　 内海昭美Y's
　 司 会 　 　 杉山博恵Y's
　  　 　  
1. 開会の言葉 　 　 司　会

2．開会点鐘 　 会　長

3. ワイズソング 　 一　同

4. ワイズの信条 一　同

5. 聖句について   　 森田義彦Y's

6. 会長挨拶 　  会　長

7．富士山部長挨拶 　 増田 隆 部長

8．次期東日本区理事挨拶 　 小林 隆 次期理事

　　　　　　　　　　　　　9．食前感謝 　 川上秀範Y's

10. 食事 　 　

11.皆様から一言      全  員 9月お誕生日
12 誕生日・結婚記念日      全  員 芹澤千恵子Y's
13.スマイル・YMVCA基金報告 内海昭美Y'S 杉山博恵Y's 若林雅美パートナー
14.閉会の言葉  司　会  内海昭美Y'S

　　　　　　　　　　　　　 閉会点鐘  会　長 8月結婚記念日

　  
　 自己申告

  　 8月例会報告 　 　

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

手紙がきたら切手を切ろう。

16名在籍数

ﾒｰｷｬｯﾌﾟ

メネット

275,115

ゲスト 0名 YMCA基金

0名 ｽﾏｲﾙ報告

1,402

81% YMCA累計

0

 

ビジター 0名

出席者 名

〒412-0024　静岡県御殿場市東山1052　（公財）日本YMCA同盟国際青少年センター東山荘　URL http://www.ymcajapan.org/tozanso/

OFFICE:YMCA TOZANSO 1052 Higashiyama Gotemba Japan 412-0024 E-MAIL:tozanso@ymcajapan.org

5　EMC増強によるメンバ－とクラブの強化を目指す。

13名 コメット

～今月の聖句～　2026年9月度例会プログラム

0名

コリント信徒への手紙一　１３章４、５節
「4愛は忍耐強い。愛は情け深い。ねたまない。愛は自慢せ
ず、高ぶらない。
５礼を失せず、自分の利益を求めず、いらだたず、恨みを抱
かない」
愛とはいったい何でしょうか。人を愛するとはどのような事
でしょうか。単純に好きとは違う気がします。夫婦の愛、親
子の愛、ペットを愛する、自然を愛する。様々な場面で愛は
用いられます。本日の聖句は結婚式でも引用されます。
　キリストが自らの命と引き換えに人々の代わりに十字架に
付けられた、それも愛と言われています。

ｽﾏｲﾙ累計 553,066

　

9,000

会長：前原　末子　　書記：杉山　博恵　会計：内海　昭美　監事：岩田　郁代

BF便り 出席者

THE SERVICE CLUB OF THE YMCA

AFFIKIATED WITH THE INTERNATIONAL ASOSSIATION OF Y'S MEN'S CLUBS

THE Y'S MEN'S CLUB OF GOTEMBA
CHARTED 1986.4.7

第1例会：毎月第2木曜日18：30～　第2例会：毎月第4木曜日18：30～　会場：YMCA東山荘　TEL：0550-83-1133　FAX:0550-83-1138
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№481

ジュース・ビールを飲んだらプルトップ

出席率

修正出席率

を外そう。

　 合計

BF活動切手

名

%
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指がつりそう！

手話を習って認知症予防!

若林久美子Y's川上秀範Y's

パートナーお誕生日

渡邉京佳先生
これは「ね」？

急遽、佐野恵美ワイズの司会となり、「佐野と申します、お見知りおきを」の一言でひと笑い、次にギャベルが無くて
大騒ぎ！スプーンでたたく？など盛り上がり大笑いでのスタートとなりました。久しぶりに勝又ワイズも参加、そして
入会したばかりの横山ワイズも早速参加して下さり、川上ワイズも加わり賑やかな会となりました。今月の聖句につい
て森田所長よりお話がありました。熊本地震では熊本のYMCAも被害に遭いました。しかし、八代市の避難所から助け
を求められました。また、ウクライナのミラさんから「御殿場で大きな地震があったと聞きました。皆さん無事です
か？」という連絡を頂きました。戦争や災害など、自分自身が大変な状況の時でも、人を思うことができるというのは
難しいことです。その素晴らしさは人間ならではのこと。人間らしくある、とはそういうことというお話でした。以
前、私もそんなことブリテンに書いたことがあるなって思い出しました。ボランティアも自分に余裕がある時しかでき
ないんじゃなくて、自分に余裕もない大変な時でも人に優しくできるかな。前原会長からのお話でも熊本地震へ募金を
２８０００円します、とありました。岩田ワイズの食前感謝でも自然災害の多い今日で、人間の無力さにむなしくなる
が皆が今日無事に集まれたことに感謝して美味しい食事を頂きましょう、とありました。メニューは夏らしく冷製コー
ンスープ、元気が出て夏を乗り越えられるようなボリューミーなふじの国ポークのミラノ風カツレツ、パン、サラダ、
コーヒーゼリーでした。お腹いっぱいになったところで今月の卓話です。加藤学園高等学校の渡邊京佳先生をお招きし
て、手話を学びました。災害時、見えない聞こえない方の苦しみを知ることが大事。３．１１で障碍者の死亡率は２．
５から４．３倍であり、また避難所に行っても目で見える情報は少なく、わからないから避難所には行かずに自宅に
戻ってしまって亡くなったり、という現実だそうです。そこで、聞こえない方とのコミュニケーションの一つである手
話を学ぶことで少しでも聞こえない方との会話のきっかけになればと指文字で自分の名前を練習してみました。指の絵
を見ながらやりましたが、なかなか難しいです。でも、できると嬉しいし楽しいです。上手にちゃんとした手話じゃな
くてもジェスチャーでも筆談でもなんでも良い、耳の聞こえない方とのコミュニケーションを怖がらずに、どうした
の？と声をかける勇気を持つことを教えていただきました。次に８月の誕生日祝いです。８月は川上ワイズと若林(久)ワ
イズのパートナーでした。１３名出席、スマイル９０００円、ＹＭＣＡ基金１４０２円、出席率８１％でした。佐野ワ
イズの名？迷？司会で終始楽しい楽しい例会でした。

例会報告

これは「ま」？

若林久美子



2026年8月8日（土）13：30より開催。

司会進行は冨士山部書記小林隆Y's

　 　

ワイズの信条・ワイズソング

前原末子会長の挨拶

第2回拡大評議会13:15～14：15

冨士山部交流会14:30～16：30

第3回冨士山部拡大評議会・次期役員研修会

2027年5月15日（土）13：00

冨士山部部長の開会点鐘、ホストクラブ仲澤会長
の挨拶、続いて冨士山部部長の挨拶、次に報告事
項。引き続き評議会上程議案の審議があり、全て
の議案は承認されました。次に2025－2026年度決
算書監査結果が監事より報告があり、連絡事項・
部歌斉唱・監事講評・閉会の言葉・閉会点鐘で会
が閉じられました。一番最後の最後に御殿場クラ
ブ9月バーベキュー例会のご案内をしっかりさせ
ていただきました。御殿場クラブからの参加者
は、前原会長・杉山書記・内海会計の3人でし
た。

今後の予定

第2回拡大会議2027年2月13日13：15開始

2026～2027年度　第1回拡大評議会開催

【御殿場市議会の活動を知っていただけたらと思います】
                                                                           川上秀範                    御殿
場市は「地方交付税※1」の不交付団体※2です。
2026年3月の定例会において、御殿場市議会は議会史上初となる「普通交付税不交付団体における財源充実に関する意見
書」を国に対して提出しました。提出の理由として、不交付団体は制度上の計算において「財源超過」とみなされるも
のの、これが必ずしも実際の財政状況を反映しておらず、現場では厳しい財政運営を強いられている実情が挙げられま
す。御殿場市議会は国に対し、この厳しい財政状況を正確に理解するとともに、現行制度の構造的な課題や矛盾を補完
することを強く求めました。これにより、すべての地方公共団体が十分な財源を確保し、安定した財政を維持しなが
ら、独自の創意工夫による自立した行政運営を実現することを要望しています。ちなみに、金額ベースで日本一地方交
付税の交付額が多い自治体は札幌市で、毎年1,000億円以上が交付されています。これに神戸市、新潟市、北九州市など
が続いています。この交付されたお金は、国から使い道を一切指定されないため、自治体が独自の判断で自由に使える
「一般財源（使途に制限のない財源）」となります。
地方交付税不交付団体として頑張っている自治体が報われるよう、これからも国に対してしっかりと要望を続けていき
たいと思います。
※1 「地方交付税」とは
国が地方自治体に代わって税金を徴収し、地域の財政力格差をなくすために再配分する仕組みで、「国が地方に代わっ
て徴収する地方税」のような性質を持つ固有の財源です。目的は大きく2つあり、地域による税収の偏りを抑える「財源
の不均衡調整」と、どの地域に住む住民も一定の行政サービスを受けられるようにする「行政水準の保障」です。
この税の財源は、所得税・法人税の33.1％、酒税の50％、消費税の19.5％、地方法人税の全額などで構成されており、
主に「普通交付税（全体の94％）」と「特別交付税（同6％）」の2種類があります。
※2 「不交付団体」とは
国からの地方交付税（普通交付税）を受け取らず、自前の税収入だけで地域を運営できる、財政の豊かな地方自治体の
ことです。総務省の算定基準において、「基準財政収入額（入るお金）」が「基準財政需要額（必要なお金）」を上回
る自治体が不交付団体として毎年指定されます。
総務省が発表した2026年度の算定結果によると、全国の不交付団体は計87自治体です。静岡県内では御殿場市をはじ
め、裾野市、長泉町、富士市、湖西市の5市町が対象となっています。



　

8月29日～30日に帯広で開催された「北海道
部大会」「「十勝クラブ50周年記念例会に
参加させていただきました。
大会の中で行われた講演会に感涙してしま
いました。というのは、ピンクシャツデ-の
始まりの事件を改めて知ったこと。また、
日本ハムファイターズに所属していた石井
裕也選手が難聴の投手で一軍で活躍してい
たことです。この本はピンク色のシマエナ
ガ、べリべとの関係を通して個性について
考えています。絵本作家・おがわひろき氏
（文）、ちばこうじ氏（絵）によって制作
されたオリジナルの絵本です。
二冊とも絵本ですが、大人が読んでも考え
させられるものだと思いました。

山田敏明会長 山下真理事

心を打たれ、涙したお話し

　

本当の意味でのボランティア活動とは、単なる無料労働や一時的な助けではなく、自発的で無償の精神に基
づき、社会や他者のために継続的かつ誠実に貢献する行為を指し、心からの思いやりと責任感を持ち、自分
の行動が誰かの役に立つという確信のもとに続けることが重要だと考えます。。

まず、ボランティア活動の根本には「自発性」があります。誰かに強制されるのでも、報酬を期待するので
もなく、自らの意思で参加し、社会や困っている人々のために時間や労力を提供することが基本です。この
「自主的な参加」が真のボランティアの出発点です。

次に「無償性」が重要です。ボランティアは見返りを求めない行為であり、その活動自体に価値を感じ、他
者の幸福や社会の課題解決に役立つことを目的としています。たとえ小額の謝礼や感謝の言葉があっても、
それを目的にするのではなく、活動そのものを喜びと感じることが求められると思います。

また、ボランティア活動は「継続性」と「誠実さ」が欠かせません。単発の援助で終わるのではなく、必要
に応じて持続的に関わり続けることで、より深い信頼関係や実質的な成果を生み出します。誠実さとは、約
束したことを守り、責任を持って役割を果たす態度を指し、これがなければ信頼は築けません。

さらに、ボランティア活動は「相互尊重」と「共感」によって成立します。支援する側が一方的に与えるの
ではなく、支援される側の立場や感情を理解し、その尊厳を損なわない形で接することが求められます。こ
れにより、双方にとって意味のある交流が生まれ、効果的な支援が可能になります。

実際の活動例としては、地域の清掃活動、災害支援、福祉施設での援助、教育支援などがありますが、どれ
も「届けたい思い」が前提で、単なる作業代行や義務感で行うのとは質が異なります。困難な状況にある
人々や社会問題に対して、現実的な解決策をともに考え、必要な支援をし続ける姿勢が重要です。

まとめると、本当の意味でのボランティア活動は、自分の時間や労力を無償で提供し、継続的に誠実に社会
のために貢献する自発的な行為です。相手を尊重し、共感を持って接することで、単なる助け合いを超えた
人間的な繋がりと社会的価値を生み出すものです。このような活動は、支援される側だけでなく、行う側に
も深い満足感や成長をもたらします。ワイズメンズ活動はまさしくそのものだと思います。

真の意味でのボランティア活動とは
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